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自
治
体
と
原
発
の
将
来
像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
佐
賀
県
・
玄
海
町
長
に
聞
く 

 

福
島
第
一
原
発
の
事
故
。
我
が
国
史
上
最
悪
の
原
子

力
事
故
を
前
に
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
見

直
し
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
原
発
が
立
地
す

る
自
治
体
で
は
原
子
力
が
主
要
産
業
と
な
っ
て
お
り
、

原
発
の
存
廃
は
自
治
体
や
住
民
の
運
命
を
左
右
す
る
問

題
で
あ
る
。
本
誌
は
、
玄
海
原
子
力
発
電
所
が
立
地
す

る
佐
賀
県
玄
海
町
の
岸
本
英
雄
町
長
、
そ
し
て
県
の
原

子
力
行
政
を
扱
う
原
子
力
安
全
対
策
課(

以
下
、
対
策
課

と
略
称)

に
原
子
力
行
政
の
現
状
と
展
望
を
尋
ね
た
。 

 佐
賀
県
原
子
力
安
全
対
策
課 

 

現
在
の
佐
賀
県
の
対
策
課
は
、
組
織
の
中
の
環
境
部

門
に
属
し
て
い
る
。
原
発
の
誘
致
当
初
、
誘
致
の
た
め

の
組
織
は
商
工
部
門
に
あ
っ
た
が
、
放
射
線
関
連
の
監

視
部
門
は
当
時
の
公
害
対
策
課
に
あ
り
、
二
つ
の
部
門

に
分
か
れ
て
い
た
。
平
成
元
年
に
両
組
織
が
統
合
さ
れ
、

一
時
、
防
災
部
門
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
現
在
は

環
境
部
門
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
原
子
力
「
推
進
」
と

「
安
全
規
制
」
の
組
織
の
両
方
を
抱
え
、
一
種
の
矛
盾

を
孕
ん
で
い
た
経
済
産
業
省
と
異
な
り
、
環
境
部
門
の

下
で
原
子
力
行
政
を
行

い
、
住
民
の
安
全
確
保

に
重
点
を
置
い
て
い
る

の
が
、
佐
賀
県
の
特
徴

で
あ
る
。
原
発
事
故
を

受
け
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
を
環
境
省
へ
移
す
組
織

改
編
が
よ
う
や
く
決
ま
っ
た
が
、
佐
賀
県
は
そ
れ
を
二

十
年
近
く
前
に
行
っ
て
い
た
の
だ
。 

ま
た
、
原
子
力
行
政
に
お
け
る
国
と
県
と
の
違
い
は
、

国
は
法
律
で
権
限
を
持
っ
て
安
全
規
制
を
や
っ
て
い
る

が
、
県
に
は
法
的
な
権
限
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
対
策
課
は
、
専
ら
監
視
確
認
を
し
て
い

る
と
い
う
立
場
に
あ
る
。
大
気
汚
染
等
、
公
害
に
な
る

と
地
方
自
治
体
に
一
部
権
限
が
あ
る
も
の
の
、
原
発
に

つ
い
て
は
国
が
一
元
的
に
管
理
・
監
督
す
る
責
任
を
有

し
て
お
り
、
法
令
に
則
っ
て
安
全
規
制
を
行
っ
て
い
る
。 

対
策
課
は
、
玄
海
原
発
に
関
す
る
運
転
状
況
の
確
認
、

周
辺
地
域
の
環
境
放
射
能
調
査
や
そ
れ
ら
の
公
表
、
空

間
放
射
線
量
率
の
監
視
等
を
担
当
し
て
い
る
。
二
〇
一

一
年
八
月
現
在
、同
課
に
は
十
一
名
の
職
員(

兼
務
職
員

を
含
む)

が
在
籍
し
て
い
る
。
そ
の
内
、
大
学
等
で
原
子

力
工
学
を
専
攻
し
た
職
員
が
二
名
お
り
、
そ
の
他
化
学
、

薬
学
、
建
築
等
を
学
ん
だ
経
験
の
あ
る
職
員
も
い
る
が
、

原
子
力
の
専
門
知
識
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
専
ら
県
庁

に
入
っ
て
か
ら
の
方
が
殆
ど
で
あ
る
。
対
策
課
の
仕
事

の
一
つ
に
は
、
国
や
九
州
電
力
等
が
発
表
す
る
方
針
や

計
画
、
報
告
書
等
を
県
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
の
広
報
活
動
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
原
子
力
を
専
攻

し
て
い
な
か
っ
た
職
員
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
県
民
の
目

線
に
立
っ
た
仕
事
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
原
子
力
に
関

す
る
疑
問
点
等
は
国
に
問
い
合
わ
せ
、
環
境
放
射
能
の

調
査
結
果
等
に
つ
い
て
は
専
門
家
の
協
力
も
仰
ぎ
、「
分

か
り
や
す
い
広
報(

情
報
提
供)

」
を
心
が
け
て
い
る
。 

 

原
発
の
事
業
主
で
あ
る
九
電
は
、
発
電
所
の
運
転
状

況
に
つ
い
て
、
担
当
社
員
が
毎
日
の
様
に
対
策
課
を
訪

問
し
て
情
報
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所

の
安
全
確
保
に
関
す
る
協
定
書(

い
わ
ゆ
る
「
安
全
協

定
」)

に
基
づ
く
定
期
報
告
や
改
造
工
事
等
の
前
に
は
工

事
計
画
の
事
前
了
解
願
い
を
提
出
す
る
等
し
て
自
治
体

か
ら
の
理
解
を
求
め
て
い
る
。
対
策
課
で
は
こ
れ
ら
の

報
告
等
へ
対
応
し
な
が
ら
燃
料
輸
送
時
や
国
の
検
査
に

立
ち
会
う
等
、
発
電
所
へ
適
宜
立
ち
入
り
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
原
子
力
事
業
に
監
視
の
目
を
光
ら
せ
て
い
る
。 

一
方
で
国(

経
産
省)

の
現
地
機
関
で
あ
る
、
玄
海
原

子
力
保
安
検
査
官
事
務
所
が
唐
津
市
に
あ
る
。
そ
こ
に

は
六
名
の
専
門
官
が
常
駐
し
、
原
発
の
運
転
状
況
等
を

確
認
す
る
。
対
策
課
と
は
日
頃
か
ら
情
報
交
換
を
行
っ

て
お
り
、
定
期
的
に
事
務
所
職
員
が
県
に
来
て
、
国
の

方
針
や
検
査
結
果
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

県
民
に
対
し
て
は
従
来
か
ら
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
し
て
原
子
力
行
政
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。
ま
た
、
発
電
所
の
立
地
町
や
周
辺
地
域
の
団
体 
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玄海原子力発電所と観賞用温室 

 

の
代
表
や
、
更
に
は
高
校
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
委
員
と
し
て

「
原
子
力
環
境
安
全
連
絡
協
議
会
」
を
開
催
し
、
原
子

力
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
を
図
っ
て
き
た
。
し

か
し
福
島
原
発
の
事
故
以
降
、
原
発
に
対
す
る
問
い
合

わ
せ
が
、
県
内
外
を
問
わ
ず
急
増
し
た
。
最
近
は
一
日

の
う
ち
半
分
く
ら
い
が
電
話
対
応
に
時
間
を
取
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
等
、
原
子
力
に
対
す
る
厳
し
い
見
方
が
強

ま
っ
て
い
る
。
電
話
応
対
を
し
た
職
員
は
、「
国
は
こ
う

言
っ
て
い
る
、
事
業
者
は
こ
う
言
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
、
相
手
方
は
『
そ
ん
な
事
が
聞
き
た
い
の
で
は
な
い
』

と
言
わ
れ
る
事
が
あ
る
。
県
の
立
場
で
出
来
る
回
答
と

は
違
う
も
の
を
求
め
て
こ
ら
れ
る
人
が
多
い
」
と
の
こ

と
だ
。
原
子
力
行
政
に
つ
い
て
自
治
体
に
如
何
な
る
権

限
が
あ
る
か
一
般
的
に
は
理
解
が
難
し
い
た
め
、
お
門

違
い
の
苦
情
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
法
的
権
限
を
持
っ

て
原
子
力
発
電
を
推
進
す
る
国
や
、
営
利
事
業
と
し
て

発
電
し
て
い
る
事
業
者
が
直
接
住
民
に
対
す
る
窓
口
と

な
り
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
広
報
を
す
る
必
要
が
あ
る
。 

県
が
持
つ
権
限
と
い
う
の
は
、
紳
士
協
定
で
あ
る
上

述
の
安
全
協
定
に
基
づ
く
も
の
し
か
な
く
、
限
定
的
で

あ
る
。
し
か
し
知
事
が
判
断
す
る
に
当
た
り
、「
県
民
の

安
全
は
国
に
任
せ
る
」
と
言
う
の
は
、
現
実
的
に
県
民

に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
各
自

治
体
は
安
全
確
認
や
広
報
を
積
極
的
に
行
い
、
安
全
性

に
関
す
る
自
治
体
と
し
て
の
確
認
や
理
解
に
つ
い
て
、

県
民
の
理
解
を
地
道
に
得
よ
う
と
し
て
い
る
。
原
子
力

に
限
ら
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
は
国
が
決
定
し

て
進
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自
治
体
に
は
そ
の
権
限
は

な
い
。
そ
の
た
め
、
法
律
や
政
策
が
変
わ
っ
て
い
く
と

き
、
自
治
体
は
そ
れ
に
柔
軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
原
子
力
行
政
を
含
め
た
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
今
後
が
不
透
明
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
自
治
体
が
振

り
回
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
国
に
は
早
急
に

政
策
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、
国
民
の
合
意
を
得
る
た

め
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。(

文
責 

後
藤
茂
文)

 

玄
海
町 

岸
本
英
雄
町
長
に
聞
く 

 

■
玄
海
町
、
そ
の
歴
史
と
原
発
設
置 

佐
賀
市
か
ら
約
50

km
、
福
岡
市
か
ら
約
60

km
。
佐

賀
県
北
西
部
の
東
松
浦
半
島
に
位
置
し
、
唐
津
市
に
隣

接
す
る
玄
海
町
。
人
口
約
六
千
三
百
人
の
町
だ
。 

町
の
誕
生
は
昭
和
31
年
。
当
時
は
小
規
模
の
漁
業
と

農
業
に
加
え
、
杵
島
炭
鉱
を
は
じ
め
と
す
る
唐
津
炭
田

の
採
掘
に
よ
っ
て
栄
え
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
五
〇

年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
周
辺
炭
鉱
が

次
々
と
閉
山
す
る
と
、
季
節
労
働
や
集
団
就
職
に
よ
る

人
口
流
出
が
深
刻
な
問
題
に
。「
当
時
、
中
学
の
同
級
生

の
約
七
割
が
、『
金
の
卵
』
と
し
て
東
京
・
大
阪
へ
就
職

し
た
。
彼
ら
の
多
く
に
も
う
会
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

友
人
た
ち
を
駅
で
見
送
っ
た
、
あ
の
悲
し
さ
は
い
つ
ま

で
も
胸
に
残
っ
て
い
る
」
自
身
も
玄
海
町
出
身
で
あ
る

岸
本
町
長
は
振
り
返
る
。 

そ
ん
な
中
、
玄
海
町
は
一
九
六
五
年
に
佐
賀
県
か
ら

原
子
力
発
電
所
建
設
計
画
の
話
を
受
け
、
翌
年
六
月
に

町
議
会
で
誘
致
を
議
決
。
一
部
住
民
に
よ
る
反
対
運
動

が
あ
っ
た
も
の
の
、
七
一
年
に
着
工
。
一
九
七
五
年
に

運
転
を
開
始
し
た
の
が
玄
海
原
発
一
号
機
だ
。
以
降
、

九
電
か
ら
の
設
置
申
請
に
よ
り
二
・
三
・
四
号
機
が
順

に
設
置
さ
れ
、
一
九
九
七
年
に
は
四
機
目
が
運
転
開
始
。

二
〇
〇
九
年
十
二
月
か
ら
は
、
玄
海
原
発
三
号
機
で
国

内
初
と
な
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
が
開
始
さ
れ
た
。 
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■
原
発
設
置
に
よ
る
町
の
変
化 

町
の
雇
用
増
加
は
原
発
の
お
か
げ
、
と
町
長
は
語
る
。

丘
陵
地
形
の
広
が
る
玄
海
町
に
は
、
農
業
に
適
す
る
平

地
が
少
な
い
。
ま
た
漁
業
も
比
較
的
小
規
模
だ
。
そ
こ

で
炭
鉱
閉
鎖
後
は
、
家
業
の
跡
継
ぎ
以
外
の
多
く
の
町

民
が
、
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
家
計
を
支
え
る
他
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
原
発
立
地
に
よ
り
そ
の
構
造
は
大
き
く
変
わ

っ
た
。
発
電
所
の
関
連
会
社
、
旅
館
や
飲
食
店
の
増
加

と
共
に
、
町
内
の
雇
用
が
一
気
に
増
え
た
の
だ
。 

ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
も
向
上
し
た
と
い
う
。

玄
海
町
の
各
所
に
は
町
民
会
館
や
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、「
海
上
温
泉
パ
レ
ア
」
な
ど
豪
華
な
公
共
施
設

が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
薬
用
植
物
栽
培
研
究
所
」
で
、

九
州
大
学
と
共
同
研
究
を
行
う
と
い
う
新
た
な
取
組
み

も
行
わ
れ
て
い
る
。 

「
ハ
コ
モ
ノ
ば
か
り
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、「
ハ

コ
モ
ノ
」
し
か
で
き
な
い
状
況
が
あ
っ
た
の
も
事
実
だ
。

二
〇
〇
二
年
ま
で
、
そ
の
使
用
用
途
を
一
部
の
公
共
用

施
設
整
備
に
制
限
し
て
い
た
電
源
三
法
交
付
金
。
二
〇

〇
三
年
の
法
改
正
に
よ
り
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

と
な
り
、
地
域
活
性
化
事
業
の
創
設
や
公
共
施
設
の
維

持
運
営
費
へ
も
用
途
拡
大
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
二

〇
一
一
年
の
行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け
に
お
け
る

指
摘
に
よ
り
、
同
交
付
金
の
使
用
に
お
け
る
地
方
自
治

体
の
裁
量
拡
大
が
図
ら
れ
た
が
、
未
だ
そ
の
用
途
は
限

定
的
で
あ
る
。
今
後
の
裁
量
拡
大
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
、
と
岸
本
町
長
。 

雇
用
増
加
に
加
え
、
交
付
金
、
電
力
会
社
か
ら
の
税

収
や
資
金
援
助
な
ど
で
潤
っ
た
町
。
大
き
な
事
故
も
無

い
中
、
原
発
は
次
第
に
町
民
の
生
活
の
一
部
以
上
を
占

め
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
町
長
は
、
多
く
の
住
民

の
間
で
一
定
の
理
解
と
安
心
感
も
生
ま
れ
て
い
た
、
と

い
う
認
識
も
示
し
た
。 

■
福
島
第
一
原
発
事
故
を
う
け
て
―
喫
緊
の
問
題 

し
か
し
福
島
第
一
原
発
の
事
故
発
生
後
、
そ
の
前
提

や
安
心
が
町
の
内
外
か
ら
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

差
し
迫
っ
て
い
る
の
は
、
町
の
産
業
シ
ス
テ
ム
崩
壊

と
人
口
流
出
だ
。
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
全
四
機
は
、

約
一
年
毎
に
定
期
検
査
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
定
期
検

査
の
際
に
は
一
時
的
に
最
大
三
千
人
も
人
が
増
え
、
多

く
の
町
民
に
と
っ
て
不
可
欠
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
現
在
二
・
三
号
機
が
定
期
検
査
で
運
転
を
停
止

し
て
お
り
、
再
開
の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い
。
一
・
四

号
機
が
今
年
十
二
月
で
定
期
検
査
に
入
る
と
全
て
の
玄

海
原
発
が
停
止
し
、
多
く
の
町
民
の
中
～
長
期
的
な
収

入
見
通
し
が
立
た
な
く
な
る
。
廃
業
や
町
外
転
居
を
す

る
町
民
が
増
加
す
る
事
も
、
予
想
さ
れ
る
。 

 

産
業
だ
け
で
は
な
い
。
町
の
歳
入
見
通
し
に
も
暗
雲

が
立
ち
込
め
る
。
二
〇
一
一
年
度
当
初
予
算
57
億
円
の

歳
入
の
う
ち
、
原
発
関
連
が
六
割
以
上
を
占
め
る
玄
海

町
財
政
。
玄
海
原
発
二
・
三
号
機
が
来
年
二
月
ま
で
再

稼
働
し
な
け
れ
ば
、
核
燃
料
税
一
億
五
千
万
円
が
入
ら

な
い
。
加
え
て
二
年
後
の
交
付
金
も
一
部
減
額
と
な
る
。

当
面
は
「
み
な
し
交
付
金
」
に
期
待
す
る
ば
か
り
だ
と

い
う
。
八
月
現
在
玄
海
町
で
は
、
①
四
機
全
て
運
転
、

②
一
号
機
の
み
停
止
、
③
一
、
二
号
機
が
停
止
、
④
一
、

二
、
三
号
機
が
停
止
、
⑤
全
て
停
止
、
の
各
場
合
を
想

定
し
、
今
後
五
年
間
の
歳
入
計
画
に
つ
い
て
年
内
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
べ
く
計
画
を
進
め
て
い
る
。 

■
新
た
な
産
業
振
興
の
可
能
性
は
あ
る
か 

で
は
、
原
発
関
連
の
歳
入
や
町
民
の
収
入
が
今
後
大

幅
に
減
少
し
た
場
合
、
そ
れ
を
補
う
産
業
振
興
は
可
能

だ
ろ
う
か
。
観
光
促
進
や
企
業
誘
致
は
視
野
に
入
れ
て

い
る
も
の
の
、
実
現
困
難
で
あ
る
の
が
現
状
だ
と
い
う
。

企
業
誘
致
に
関
し
て
は
固
定
資
産
税
の
長
期
減
免
や
安

価
な
電
気
料
金
な
ど
、
優
遇
制
度
も
あ
る
。
し
か
し
道

路
形
態
や
平
地
の
少
な
さ
、
水
資
源
の
少
な
さ
等
が
、

大
き
な
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。 

 

観
光
資
源
も
豊
富
だ
が
、
訪
れ
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が

通
過
型
の
日
帰
り
客
で
、
宿
泊
客
は
少
な
い
。
そ
も
そ

も
、
外
部
か
ら
の
観
光
客
を
対
象
と
し
た
旅
館
や
飲
食

店
が
少
な
い
の
だ
。
地
元
住
民
が
経
営
す
る
旅
館
や
飲

食
店
の
多
く
が
、
原
発
の
定
期
検
査
時
に
訪
れ
る
人
た

ち
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
主
な
原
因
だ
と

い
う
。
一
方
近
接
す
る
唐
津
市
に
は
観
光
施
設
や
宿
泊

施
設
が
多
く
、
観
光
客
も
お
金
も
、
そ
ち
ら
に
留
ま
っ

て
い
る
の
が
現
状
だ
。 

ま
た
、
町
内
に
は
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
ほ
と
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ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
平
成
17
年
時
点
で
玄
海
町
民 

の
全
一
五
七
二
世
帯
の
う
ち
一
三
八
四
世
帯
が
持
ち
家

に
住
ん
で
い
る
。
住
宅
新
築
者
に
対
す
る
定
住
促
進
奨

励
金
等
の
制
度
は
あ
る
も
の
の
、
原
発
関
連
の
従
事
者

の
多
く
が
隣
接
す
る
唐
津
市
か
ら
通
勤
し
て
い
る
現
状

が
あ
る
と
い
う
。
唐
津
市
は
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、

二
〇
〇
六
年
ま
で
に
東
松
浦
郡
の
玄
海
町
以
外
の
全
町

村
を
合
併
。
現
在
人
口
約
十
三
万
一
千
人
、
約
四
万
九

千
世
帯
が
暮
ら
す
。
JR
の
路
線
や
国
道
バ
イ
パ
ス
が
通

る
同
市
内
は
各
所
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
集
合
住
宅
が
並
ぶ
。

定
住
人
口
増
加
の
た
め
に
は
、
住
宅
や
交
通
状
況
へ
の

対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
町
長
は
、
こ
れ

ら
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。 

 

■
加
え
て
、
幾
つ
か
の
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
。 

―
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
ご
意
見
、
今
後
の
原

子
力
政
策
に
つ
い
て
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国
が
き
ち
ん
と
し
た
基
本
方

針
を
地
方
に
示
す
べ
き
。
福
島
の
事
故
以
来
、
国
の
姿

勢
が
ふ
ら
ふ
ら
し
て
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
見
直

す
な
ら
ば
ど
う
見
直
す
の
か
を
早
く
は
っ
き
り
と
示
し

て
ほ
し
い
。
新
し
い
首
相
に
も
そ
の
実
現
を
期
待
す
る
。 

ま
た
、
原
発
は
本
当
に
安
全
な
地
盤
と
、
状
況
を
理

解
す
る
住
民
が
い
る
土
地
に
建
て
る
べ
き
。
福
井
の
一

部
や
島
根
の
松
江
、
玄
海
町
等
は
そ
ん
な
条
件
を
満
た

し
て
い
る
と
思
う
。
全
国
の
原
発
設
置
自
治
体
で
そ
の

よ
う
な
条
件
と
安
全
が
確
実
に
担
保
さ
れ
る
事
を
望
む
。

ま
た
、
玄
海
町
長
と
し
て
は
、
確
実
な
安
全
性
を
確
保

し
た
上
で
、
発
電
所
の
再
稼
働
が
実
現
す
る
事
を
望
ん

で
い
る
。
住
民
の
当
面
の
生
活
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、

必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
」 

 

―
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「
理
想
を
追
い
求
め
る
こ
と
を
若
者
に
期
待
し
た
い
。

目
の
前
の
現
実
に
ど
れ
だ
け
対
応
で
き
る
か
は
重
要
だ

が
、
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
の
中
に
あ
る
夢
を
追

求
し
て
ほ
し
い
。
私
の
夢
は
、
玄
海
町
に
誇
り
を
持
っ

て
く
れ
る
子
供
た
ち
で
溢
れ
る
町
を
作
る
事
だ
。
」 

◆
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
遷
や
高
度
経
済
成
長
期
の

産
業
構
造
な
ど
、
原
発
建
設
に
至
っ
た
自
治
体
が
直
面

し
て
き
た
、
抗
い
難
い
歴
史
的
状
況
。
そ
し
て
、
結
果

と
し
て
原
発
設
置
に
よ
り
守
ら
れ
た
住
民
生
活
。
こ
れ

ら
を
無
下
に
は
出
来
な
い
。
し
か
し
今
、
原
発
へ
の
経

済
的
依
存
が
か
え
っ
て
自
治
体
の
首
を
絞
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
も
事
実
だ
。
複
数
の
公
共
施
設
維
持
費
が
継

続
的
に
必
要
な
一
方
、
原
発
の
固
定
資
産
税
収
は
年
々

減
る
。
さ
ら
に
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
を
受
け
、

歳
入
減
少
の
追
い
打
ち
で
あ
る
。
「
日
本
の
棚
田
百
選
」

に
も
選
ば
れ
た
美
し
い
棚
田
と
一
帯
の
景
観
、
そ
し
て

住
民
の
文
化
的
・
経
済
的
に
豊
か
な
生
活
は
、
原
発
あ

り
き
の
理
想
郷
な
の
だ
ろ
う
か
。
原
子
力
政
策
の
行
方

の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
原
発
設
置
自
治
体
の
未
来
像
を

今
一
度
現
実
的
に
考
え
る
こ
と
が
、
国
と
地
方
、
両
者

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。 
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